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Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
五
月
二
十

七
日
、
南
九
州
市
の
知
覧
文
化

会
館
で
第
二
十
三
回
通
常
総
代

会
を
開
催
し
、
総
代
四
九
五
人

の
う
ち
、
四
八
〇
人
（
書
面
議

決
四
二
六
人
含
む
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
山
下
良
行
組
合
長
は
「
二
〇

二
〇
年
度
途
中
に
利
用
高
に
応

じ
た
期
中
戻
し
と
し
て
還
元
で

き
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
協
同
活

動
の
成
果
で
あ
り
、
組
合
員
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
Ｊ

Ａ
の
事
業
改
革
を
進
め
な
が

ら
、
信
用
事
業
の
持
続
的
健
全

性
と
経
済
事
業
の
黒
字
化
に
向

け
て
、
農
家
の
所
得
向
上
や
経

営
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
店
舗
再
編

の
代
替
と
し
て
、
移
動
金
融
店

舗
車
の
導
入
や
、
拠
点
型
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
構
想
を
進
め
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
議
事
で
は
、
総
代
の
中
原
重

信
さ
ん
（
枕
崎
）
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
度
事
業

報
告
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
・
剰
余
金
処
分
案
、
二
一

年
度
事
業
計
画
ほ
か
全
四
議
案

を
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
二
一
年
度
は
、
組
合
員
・
地

域
住
民
と
の
対
話
を
進
め
な
が

ら
、
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
と
組
合
員

の
結
集
力
を
高
め
、
自
己
改
革

の
着
実
な
実
践
と
地
域
に
根
差

し
た
活
動
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
目
標
達

成
に
向
け
た
事
業
・
活
動
の
展

開
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
開
催
規
模
を

縮
小
し
ま
し
た
。
総
代
に
は
事

前
に
書
面
議
決
書
の
提
出
を
依

頼
し
、
出
席
者
に
は
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
指
消
毒
の
徹
底
、
座

席
の
間
隔
を
十
分
に
空
け
る
な

ど
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。

感染対策を講じて開催された第 23回通常総代会

あいさつをする山下組合長

議長を務めた総代の中原重信さん

議案説明を聞く総代ら

事
業
改
革
を
進
め
農
業
者
の
所
得
向
上
・
経
営
健
全
化
目
指
す

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
第
二
十
三
回
通
常
総
代
会
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南さつまTOPICS

展示された商品の説明を聞く来場者

無人ヘリ防除作業の安全を祈願する関係者ら

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
知
覧
支
所
は
五
月
十

五
日
と
十
六
日
の
二
日
間
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
生
活
総
合
展
示
会
を

開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
会
場
に

は
、
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
、
掃
除
機
な

ど
の
家
電
製
品
を
は
じ
め
、
衣
料
品
、

寝
具
、
健
康
器
具
、
農
業
資
材
な
ど
の

商
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
来
場
者
か

ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

南
九
州
市
農
業
公
社
は
六
月
九
日
、

同
公
社
の
格
納
庫
で
農
業
用
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し

た
。
社
員
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
関

係
者
な
ど
十
五
人
が
出
席
し
、
安
全
な

作
業
を
願
い
ま
し
た
。

　
公
社
は
、
農
作
業
の
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
者

と
連
携
し
て
、
農
業
機
械
に
よ
る
受
託

作
業
を
展
開
し
て
お
り
、
六
月
下
旬
か

ら
七
月
に
無
人
ヘ
リ
二
台
体
制
で
水
稲

へ
の
薬
剤
散
布
作
業
を
行
う
予
定
で

す
。

幅
広
い
品
揃
え
で
好
評

Ｊ
Ａ
知
覧
支
所　

生
活
総
合
展
示
会

無
人
ヘ
リ
防
除
作
業
の
安
全
を
祈
願

南
九
州
市
農
業
公
社

生
産
者
の
思
い
を
実
感

新
採
用
職
員
農
家
体
験
研
修

被覆資材の剥ぎ取り作業を行う新採用職員

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
の
新
採
用
職
員
六
人

は
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
三

日
間
、
南
九
州
市
知
覧
町
の
菊
永
茶
生

産
組
合
で
農
家
体
験
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割

を
理
解
し
て
、「
自
ら
考
動
す
る
人
」

の
人
材
の
育
成
の
た
め
に
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
同
茶
生
産
組
合
で
の
体
験
学

習
は
今
年
で
六
年
目
で
す
。

　
室
内
研
修
で
は
、
菊
永
明
彦
組
合
長

が
、
組
合
の
概
要
・
生
産
体
制
、
茶
の

栽
培
や
製
造
に
つ
い
て
説
明
し
、
熱
心

に
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
工
場
内
を

見
学
し
、
美
味
し
い
お
茶
の
入
れ
方
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
現
場
実
習
で
は
、
茶
園
で
乗
用
型
摘

採
機
に
乗
っ
た
り
、
組
合
員
と
被
覆
資

材
を
掛
け
た
り
剥
ぎ
取
っ
た
り
す
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
知
覧
支
所

燃
料
機
械
課
の
小
野
寺
駿
平
さ
ん
は

「
思
っ
て
い
た
以
上
に
重
労
働
で
し
た

が
、
作
業
中
に
農
家
と
様
々
な
話
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
農
家
に
頼
っ

て
も
ら
え
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

5 南さつま　2021  July



管内の身近にある情報をご紹介するコーナーです。
きれいな風景や花、地域の行事などありましたら、
最寄りの支所へご連絡ください。レインボーニュースレインボーニュース

川  

辺
東広報委員

色とりどり山あじさい展
� 川辺やすらぎの郷

　川辺やすらぎの郷で「日本の山あじさい展」が５月28日から30
日まで開催されました。会場には、愛好家らで組織する南薩山草会
が丹精込めて育てたあじさい約100鉢が並び、訪れた人々は色とり
どりで大きさも様々なあじさいを見て楽しんでいました。

知  

覧

　南九州市立霜出小学校の５年生18人は５月21日、同
市の㈱製茶工房ちらみで茶の摘採や茶工場の見学などを
行い、地元の基幹作物である知覧茶への理解を深めまし
た。児童らは、乗用摘採機に乗ったり、茶工場内を見学
したりして、茶製造の工程を学びました。さらに、ホッ
トプレートを使って手もみを体験し、茶業青年の会のメ
ンバーから茶の美味しい入れ方を教わりました。

上木原広報委員

知覧茶に理解深める
� 南九州市立霜出小学校

枕  

崎

　枕崎市茶業協議会は４月30日、ＪＡ南さつま枕崎支
所で荒茶品評会を開催し、厳正な審査の結果、最優秀賞
に篭原農場が輝きました。
　生産技術向上を目的に毎年実施しており、生産者や行
政、ＪＡ関係者らが、外観や水色、香気、味などを確認
しました。

猪谷広報委員

自慢の荒茶が揃う
�枕崎市茶業協議会荒茶品評会

大  

笠

　鹿児島県学校給食会は６月10日、学校給食で児童生
徒らに、より安心・安全な米を提供しようと、新品種「な
つほのか」の導入・拡大に取り組む大笠地区の水稲栽培
圃場を視察しました。県経済連とＪＡ南さつまの関係者
が対応し、水稲の生育状況を確認し、品種の特性や違い
についての説明を聞きました。

柏木広報委員

学校給食会の視察受け入れ
� ＪＡ南さつま大笠支所

加
世
田

　南さつま市立小湊小学校の３・４年生は６月３日、自
ら栽培した地元特産の砂丘らっきょうの収穫と料理づく
りに挑戦しました。
　ＪＡ生活指導員と同市農林振興課の指導のもと、役割
を分担して具材を調理して、チャーハンとスープの２品
を作り、皆で試食しました。４年の小川哲汰さんは「た
くさん収穫できて嬉しかった。自分で作った料理は非常
に美味しかった。家でも作ってみたい」と話しました。

西広報委員

砂丘らっきょう美味しく調理
� 南さつま市立小湊小学校
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郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

　あじさいの美しい季節になりまし
た。梅雨は苦手ですが、あじさいの
花を見て癒されています。
�（南さつま市加世田　Ｓ．Ａさん）

　表紙のラッキョウがとても美味し
そうに見えました。誌面のラッキョ
ウ料理のレシピを読み、早速作って
食べました。甘酢漬けも好きですが、
生をすぐに食べられて美味しかった
です。
� （南九州市知覧町　Ａ．Ｈさん）

　「ちょっとおためし家の光」の表
情が豊かになるヨガポーズを家で
やってみたいと思いました。しわや
たるみにも効いたらいいな。
� （枕崎市　Ｎ．Ｍさん）

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を掲載
いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、総合
対策部　くらし広報課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。
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／
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し
広

報
課

○
発

行
日

／
令

和
３
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20日
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九
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知
覧

町
郡

17285番
地

TEL0993 -58 -7117

Ｑ…職業は？
Ａ…�枕崎市の「地域おこし協力隊」として活動してい

ます。就任３年目で、木口屋集落を拠点に、耕作
放棄地を利用してハーブや野菜を栽培しています。

Ｑ…着任したきっかけ・経緯は？
Ａ…�主人の実家である枕崎に移住するタイミングで、

農業をしたいという思いを実現しようと協力隊に
応募し、ご縁があり2019年４月に就任しました。

Ｑ…枕崎の印象は？
Ａ…�食材のポテンシャルが高いと感じました。どの

食材も新鮮で美味しいものばかりだと思います。
Ｑ…活動で感じた事は？
Ａ…�農業のむずかしさを実感しています。自然相手
で予定通りにはいかず、多くの知識と経験が必
要だと感じています。
�また、他の隊員や地元の農家さん、地域住民の
方々と接することで新たな人間関係を築き、知
識を得たり、自分にはなかった考え方を知る事
が多く、「人と人とのつながり」の大切さを実
感しています。

Ｑ…今後の目標は？
Ａ…�ハーブ栽培や加工・６次化で生計を立てること
を目標に、ハーブの効能や使い方などを広く周知さ
せながら、農業の技術や経営のノウハウを学んでい
きたいと思います。

枕崎市 中
なかざき

﨑　千
ち

晶
あき

さん
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